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草津川の河川敷

車はたくさん通るけど、人通りは少ない
よ。遊ぶ時は気をつけて。

1

馬池町内の道路

ご近所さんも見守る見通しの良い道路だ
けど、車もたくさん通るよ。知らない人
に声をかけられるかもしれないから気を
つけて！

23国道をくぐるトンネル

歩道はせまくてうす暗いから、お友だち
と一緒に通りましょう。

3

ゴルフガーデン横の細い道

この道は、細くて見通しが悪いから、お
友だちと一緒に通りましょう。何かあっ
たら、「いかのおすし」だよ！

25矢倉町内の住宅地道路

道はばが広く見通しが良いけど、車にも
気をつけよう！

5

バイパスの歩道橋付近

スロープは木々にかくれるようになって
いて人目につきにくいよ。歩道も、うす
暗いし人通りも少ないから、お友だちと
一緒に通りましょう！

27国道・バイパスをくぐるトンネル

うす暗いトンネルだけど、自転車も通る
から気をつけて。みんなの道です。ゴミ
はすてません。

7

馬池中央児童遊園

みんなの知ってる三角公園。ご近所さん
も見守っているからね。みんなの公園、
きれいに使いましょう！

29若宮八幡宮

昼間でも、うす暗く道路からは見えにく
いよ。注意看板はあるけど、一人で遊ば
ないでね。

9

ローソン裏側の道路

駐車場のかべで見えにくくなっている
し、車もたくさん通るよ！知らない人に
声をかけられたら、「いかのおすし」だ
よ！

31ピースタウン付近の道路

人通りが少ないし、日が暮れると暗くな
るよ。気をつけて通りましょう。

11

玄甫町内の道路

細い道だけど、「こども110番のお家」
があるよ。「いかのおすし」も忘れない
でね。

33工場の横の道路

工場のかべやマンションにかこまれて、
人目につきにくいよ。通学路だけど気を
つけて、お友だちと一緒に通りましょ
う！

13

馬池東第二児童遊園

マンションのかげになるから、ひとめに
付きにくいよ。「いかのおすし」を忘れ
ずに！近くの用水路にも気をつけよう！

35バイパスをくぐるトンネル

広いトンネルだけど、歩道がないから車
に気をつけて。ひったくりやいたずらに
注意して、お友だちと一緒に通りましょ
う！

15

水田児童公園

遊びに行くときは、一人で行かず、お友
だちと一緒に！何かあったら「いかのお
すし」を忘れずに！

37矢倉小学校プール横の道路

学校のすぐそばですが、人通りが少ない
よ。お友だちと一緒に通りましょう！

17

草津川にかかる橋の下

橋の下は他の人から見えないから、一人
で行かないように。川が深くなっている
所もあり、急に水が増えることもあるよ。

2

バイパスをくぐるトンネル

通学路だけど、見えにくい場所もある
よ。歩くときは、周りを良く見て気をつ
けて！

24矢倉団地の敷地内

色々な人たちが見守ってくれます。広場
はきれいに使いましょう。知っている人
には、元気にあいさつをしよう！

4

室木町集会所付近

集会所の近くに川があるけど、フェンス
が無いから気をつけて！

26道幅の細い通学路

とても細い道！お友だちと一緒に通りま
しょう！

6

下池周辺

危ないから池には、はいらないように！
みんなで注意しよう！何かあれば「いか
のおすし」だよ！

28大塚団地児童遊園

たくさんの人たちが見守り、出入りする
きれいな公園。みんなできれいに使いま
しょう！

8

バイパスの歩道

たくさんの木と家に挟まれて、昼間でも
うす暗く人通りも少ないよ。ひとめにつ
きにくいから、お友だちと一緒に通りま
しょう！

30ピースタウン団地内の道路

まっすぐで広い道路。歩道も広いけど、
車には気をつけて。

10

中池周辺

危ないから池には、はいらないように！
みんなで注意しよう！何かあれば「いか
のおすし」だよ！

32集会所の裏側

集会所の裏側は人目につきにくいよ。電
車が通ると大声も聞こえません。一人で
は遊びません。

12

バイパスをくぐるトンネル

車は通らないけど、気をつけてお友だち
と一緒に通りましょう。「いかのおすし」
も忘れないでね。

34道幅の細い通学路

とても狭い道で、川もあって危ないよ！
通学路だけど気をつけて、お友だちと一
緒に通りましょう！

14

馬池東児童遊園

見通しもよく、ご近所の方も見守ってい
ます。元気よくあいさつしましょう！

36田白児童公園

お墓の横の公園は木がたくさんあって、
周りから見えにくくなる事があるよ。知
らない人から声を掛けられたら、「いか
のおすし」だよ！

16

JR線をくぐるトンネル

細くて、うす暗いトンネル。注意して、
お友だちと一緒に通りましょう。何か
あったら「いかのおすし」だよ！

38稲荷神社

中に入ると昼間でも暗く、外からほとん
ど見えないよ。知らない人に声をかけら
れたら、「いかのおすし」だよ！

18 東室木分団集合場所

分団の集合場所は、みんなできれいにし
ているね。ご近所のみなさんも、見守っ
てくれているよ。元気よくあいさつしよ
う！

19 東室木町に入る細い通学路

もうすぐ家に着くけど、まだまだ細い道
を通るよ。家に着くまで、気をつけて！

20

馬池北児童公園

よく遊びに行く時の待ち合わせに使って
いるね。春は桜がとてもきれいだよ。み
んなの公園です。なかよく使おう！

21 矢倉市民センター横の道路

通学路だけど木がおいしげり、うす暗く
見えにくい場所もあるよ。登下校時は、
お友だちと一緒に歩きましょう。階段や
車止めにも注意してね！

22

まち歩きに出かけよう！！改めてまち
を歩くと、その移り変りやイロイロな
魅力を発見できるんだ。
みんなでまちを歩き、まちを大好きに
なって、大好きなまちを守ろうね！

　この地図は、大人と子どもが一緒にまちを歩き、犯罪に強いところ、犯罪に弱いところをチェッ
クしてまとめたものです。
　犯罪に強いまちづくりを進めるためには、自分たちのまちに関心を持ち、まちの良いところ、
犯罪に強いところをたくさん増やすことが大切です。
　未来を担う子どもたちが安心して暮らせるまちを目指し、犯罪のない明るいまちづくりを進め
ましょう。

矢倉学区防犯マップ

作成年月日：平成27年２月１日

作成：矢倉学区未来のまち協議会安全安心部会　矢倉小学校PTA　草津市　草津警察署

犯罪機会論とは犯罪者に犯罪の機会を与えないことによって、犯罪を未然に防止しようという考え方です。見えにくく、入りやすい場
所は犯行に都合の良い場所といえます。まずはこのような場所を把握し、対策を講じることが犯罪に強いまちづくりの第一歩です。

「見えにくい（監視性が低い）」「入りやすい（領域性が低い）」場所は危険！

３つの盾（犯罪機会論）に基づく犯罪に強いまちづくり
①領域性の盾

物理的・心理的バリア

②監視性の盾
地域の目

③抵抗性の盾
一人ひとりの対策 犯罪を企てる者

「物理的（フェンス）、心理的（地域コミュニティ）
バリア」によって、犯罪者の標的への接近を防ぐ。

犯罪者の接近を防ぐ！①領域性の盾

目撃される可能性が高ければ、犯行を思い止ま
らせることができる。

地域の目を光らせる！②監視性の盾

犯行におよんだとしても、一人ひとりの対策に
よって犯行を達成させない。

一人ひとりの対策！③抵抗性の盾

ⓒ2012 ZENRIN CO.,LTD.（Z14EG第123号）
滋賀県警察マスコット「けいたくん」
草津市マスコット「たび丸」
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